
定員先着100100名
要事前申込

【日時】

【会場】

2010年2月27日（土）14：00～17：30【13：30 開場 受付開始】

※駐車スペースがございませんので、ご来場の際は公共交通機関をご利用下さい。

第1部　講　　演　14：00～15：45

科学の視点で学ぶ
立命館大学公開講演会

吉岡 昌子 【立命館大学文学部助手】

【お申込み・お問合わせ先】

日本行動分析学会 事務局
下記ホームページ上の予約フォームまたはFAXにてお申込みください。
〒540-0021 大阪市中央区大手通2-4-1 リファレンス内
Tel：06－6910－0090（Fax共通）　E-mail：koukai-kouza@j-aba.jp

URL  https://www.j-aba.jp/form.html

本企画は、文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業オープン・リサーチ・センター整備事業「臨床人間科学の構築－対人
援助のための人間環境研究」プロジェクトの研究成果として広く社会に発信するものです。

主催：立命館大学人間科学研究所
後援：日本行動分析学会

「科学の視点で人をつなぐ：
 ユニバーサル・デザインからみた手話学習」

～人とつながりあえる社会のために～

ミニ・レクチャー

第2部　手話講座　16：00～17：30

第１部の内容をふまえ、身振りをとり入れた手話入門の講座を行います。

神田 和幸 【中京大学国際教養学部教授】

「誰でも、いつでも、どこでも手話：
  人間の動作の意味について考える」

メイン・レクチャー

本講演会では、ユニバーサル・デザインの考え方をもとに、人と人がよりつながり合えるためのコミュニケーション・ツール
として「手話」という言葉がもつ可能性を探究します。ユニバーサル・デザインの視点から、ジェスチャー、障害、文化、人の
認知といった事柄との関係性も含め、「手話」を捉え直すことで、参加者の方には新たなコミュニケーション・ツールとしての
「手話」を体験していただければ幸いです。
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公開講演会チラシ
Ａ４（Ｗ２１０×Ｈ２９７mm）


